
（資料2）  

平成20年度事業報告  

◆都道府県拠点病院とのネッ  トワーク構築  

（かネットワーク会議  

・第1回会議開催（平成20年10月24日）  

・各拠点病院による事業計画等の概要説明  

・子どもの心の診療に関連する課題、事業展開、   
事業評価に関する議論  

⇒来年度予定 （2回／年  5月および12月頃を予定）   

②ホームページ開設  

（一般向けページ、拠点病院向けページ（会員専用サイ  
ト）  

の作成）  

・一般向けページおよび拠点病院向けページ開設  

・一般向けページの追加機能作成中  

（関係する研究等の報告書を掲載予定）   



◆成育医療センターにおける研修事業  

①ネットワーク会議と同じ日に研修  

・医療関係者向け研修 ：「虐待について」  

・都道府県担当者向け研修：「発達障害の最近の考え方」  

②各都道府県拠点病院からの依矧こよる研修  

・大阪府立精神医療センター松心園 へ1日研修  

（平成20年5月27日）  

⇒来年度予定  

・長崎県立こども医療福祉センター  

臨床心理士1名の実地研修（2～3日程度）予定  

◆専門家派遣事業  

①重大な社会的問題への専門家派遣  

・今年度は該当なし   

②講師紹介事業または講師派遣  

・大阪府立精神医療センター松心園（平成21年1月9日）   

「子どものうつと関連する行動の問題」  

国立成育医療センターこころの診療部  

医長 笠原 麻里   

・静岡県立こども病院（平成21年1月30日）   

「小児病院におけるコンサルテーション・リエゾン精神医学」  

国立成育医療センターこころの診療部  
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◆調査研究事業  

各拠点病院による受診患者の障害名などの実態把握  

⇒来年度予定   

平成21年度分を22年度初期に把握  

②それを基にした共有データベース構築の可能性を検  

討  

・事業評価に使える共通の年度統計の作成  

・各拠点病院にて利用可能なデータベースの  

構築の可能性を探る  

⇒来年度予定   

平成21年度分を22年度初期に把握   

③各拠点病院と地域の連携の実態を把握する  
⇒来年度予定  

平成21年度分を22年度初期に把握  
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㊨子どもの心の診療シス  テムに関する研究  

【目 的】子どもの心の問題に気付いてから専門医療機関受  

診までの経緯および受診後の状況を明らかにして  

適切な受療に対する支援の在り方を探る  

【方法】全国の子どもの心の診療専門医療機関15ケ所（次  

スライド）を受診した患者さんの親に無記名のアン  

ケート調査。最初の一週間のみ医師の記入と照合。  

【期 間】全受診者1ケ月、初診のみ2か月  

【対象数】各医療機関の最低数30とし、全体で3，000～4，000  
を目標とした（1月現在、3658通返送）  

【分析】予備的に、11月末までに返送された2，085通を入力  
して分析を行った。  
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・専門病院をどのようにして知りました   
か？（複数回答可）  
－ もともと知っていた  33％  

－ 以前に受診した医療線的の紹介 Z6％  
一 保健所・保健センター・福祉事欄所14％  

一 筆校の先生（保健室の先生）から 11％  
一 書円病院を受診している人から  9％  
一 インターネットで鯛べた  7％  

一 児量相極所  7％  

一 親戚や知人に調べてもらった  6％  

＝．織状況  

・初診：3．6％、再診：96．4％  

・再診のうち、診療の満足度  

一 非常に満足している、ある程度満足して  
いる、が76％  

Ⅳ．生活上の田難度（数字が大きいほど困難）  

・患者による騨優（N三乙鎚5）  

一 初診時：平均3．6（SD：1．4）  

－ 現在：平均2．6（SD：1．1）  

・ 医師による騨■（N壬1，428）  

－ 初診時：平均4．2（SD：0．9）  

一 現在：平均3．3（SD：1．0）  

・患者とその患者を診た医師の生活上困難度   
絆すの比坂（N＝781）  

一 初診時：患者ま7、医師4．2（p＜0．001）  

一 現在：患者2．7、医師3．3（p＜0．001）  

l．属性  
・N＝2′085（調査継続中のため回答率   

は不明）  

・内、医師評価ありN＝1，426  
・平均年齢：12．2歳（SD：0．1）  
・男子：66．5％   

ll．受診までの経緯  

症状に 放すれ  

か？  

付いたとき、どの機関に相   
いいかお困りになりました  霞   

ー 非常に困った、やや困ったが  
62％  

症状に気付いてから子どもの心の専  

捕鯨栗野諸賢与どのくらいの  
－ 6ケ月以内が35％  

－ 平均乙2年（SD：2．6年）  

罷詐紆冤㌍前に他の機朋で  
－／ヽイが84％  

－ うち、初めて相談に行った機関は  
・保健センター（保健所）23％  
・病院小児科  15％  

・小児科クリニック  13％  

◆連携に関する研究′  

①虐待に関する連携   

⇒連携の実態調査、モデル作成と実行  

②虐待連携における医療の役割   

⇒乳幼児揺さぶられ症候群（SBS）の発生数調査にお  

いて、児童相談所に通告されている数は年間146人、  
うち11人死亡と推定された。  

③教育と医療の連携の実態調査  

④医療と福祉・司法■警察との連携   

⇒共通の認識を高めるためのツールの必要性  

⑤災害時のメンタルヘルスにおける連携   

⇒災害後長期の影響が明らかになり、長期的な展望が  
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争専門的医師の  育成の在り方に関する研究  

①研修に閲し、実際に専門医を目指す若手医師を対象と   
した3日間研修を行い、その効果を検討した   
⇒指導体制が比較的整っている機関で働いている医師   

が半数以上であったが、講義を受けている医師が少  
なく、第一線の医師の講義は意味があることが明ら  
かになった   

②専門性の維持■向上に関して、今年度は米国の   
専門医制度を詳しく検討   

③コメディカルスタッフの専門的育成として、CLS、   
心理士、保育士に関して検討  

㊥子どもの心の診療標準化に関する研究  
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ケースの実態および行動化への対応の実践研  

②子どものトラウマ診療に関する、専門的医師への   
質問紙調査   

⇒エビデンスがあるといわれている治療を実践してい  

る医師は少なかった。  

③心身医学的診療に関しては、ガイドラインの効果に   
関して測定  

④子どもの自殺企図に関して、救急外来での自殺未遂者   
38名（13～18歳）への面接結果を分析し、感情障害が   
32％、精神科既往歴が63％であった。  

⑤乳幼児精神医学に関して、診断の妥当性に関して検討  

⑥行為障害に関して、エビデンスのある診療を検討、   
実際に発達障害を伴う行為障害にSSTを実施して効果  
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◆支援情報システムの在り方に関する研究  

ホームページの立ち上げ   

3種類のページ   

ー一般向けページ  

・本手菓の拠点病院ページ  

・研究者同士の意見交換ができる研究者ページ  

Webアンケートができる   

（立ち上げは研究班で行い、維持は事業として行う）   
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⑤よくある子どもの心の問題   

正しい知識や対処方法について、   
普及させるために掲示   

⑥用語集   

専門的用語について、理解いただくために掲示   

⑦調査へご協力のお肯い   

調査を実施する場合に使用。   

⑧リンク   

関係諸機関、関連する情報について随時掲載  

◆会員専用サイトページ  

①サイト管理者からのお知らせページ   

会議開催案内および会議資料などの掲載。  

②ユーザ共通で確認できるFAQのページ   

他の方にも有用な疑問点をユーザに投稿してもらい、   
サイト管理者が回答を掲載するページ。   

③参考文献   

参考文献や研究報告の内容等の掲載予定。   

④掲示板（フリーコミュニケーション）   

各拠点病院間にて情報の交換や、議論が可能。   

⑤wo bアンケート  
Wo b上で関係者にアンケートを実施中。  
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主な実施概要  
（1）小児精神科治療連絡会   

＊ 3回  

＊ 42名（平均）出席・延72機関参加  

＊ 子とも家庭支援センター、薬物療法、少年院における矯正医療など  

テーマ設定型講≠・意見交換  

【効果】   

○都内外の人的ネットワークの形成   
と匿■横綱ネットワークの相互作用  

○多角的視点から小児糧神医■を長月  

H20年度小児精神科治療連絡会  

日時   ♯所   テーマ   横綱  ●加  

人数   

1回  20．7．11  櫓ケ丘病虎  世田谷区r4．¢■児集ま・舞書  

柑勘  

払騨紹介（兼大「こころの発達J  

鯵♯＊）   

2圃  20．12．11  バークホール  櫓ケ丘ー児暮書♯科井鞠■法J  

機関鞄介（篇鳩聞貯■センター）   

8国  21．さ．8．  新層モノリス  細則り少年境「少年非行の覇  
状と少年鏡における♯正匿♯J  

機騨紹介（帝王医大かわごえク  

リニック）   



参加機関の種別  

第1回   第2回 第3回   

精神科   3   4  

大学病院  小児科   0   a   

計   6   5   

精神科クリニック＊  10   7   6   

精神科病院  2   3   2   

療育施設  5   6   4   

公的相談機関  3   之   

行政機関  2   2   2   

その他  0   2   

計  21   28   23   

参加職種  

第1回   常2回   第3回   

医師   19   20   14   

心理   8   8   7   

ソーシャルワーカー   3   8   4   

■護師   2   2   

支援員   4   3   2   

教員   

事務   4   8   5   

その他   0   2   

計   42   47   36   
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1回目  児童書年精神医療総論  Dr  

2回目  ①乳幼児の認知・発達について  Dr  

②小児の精神疾患と生理学的精検査  Dr  

3回目  ①児童書年期の心に環境が及ぼす影響  分数室 数邑  

（∋児童書年期の心と環境一家族・学校・友人等  Dr  

4回目  医療機関と児童相放所との連携  Dr  

一子ども虐待への対応を中心に－  

5回目  ①広汎性発達障害・発達障害の広がり  Dr  

（∋療育プログラムーショートケアを中・bに－  保育土  

6回目  ①精神病策の疾患  Dr  

②神経症性障害・摂食障害  Dr  

7回目  ① ADHD・行為障害・ADHD・行為障害・学習時書  Dr  

②幼児・学童期属女混合閉鎖病棟  看護師  

8回目  ① 児童書年期における薬物病理  

② 心理テストと各種心理療法的アプローチ  
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医師関係者向け講座参加者  

参加機関  

稔合病院小児科   13機関   

小児科クリニック   7機関   

♯神科病暁   2横綱   

療書施設   8機開   

福祉センター   1機関   

児童相戦所医師   1機関   

♯神科クリニック   ；二∴   

合鱒   30 

＝＝⊥▲ 三  

医師   37名   

lb理士   7名   

看穫師   2名   

精神保健穐祉士   8名   

大学蘇生   1名   

作業療法士   1名   

大学準教授   1名   

合計   52名   
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■加薔数  

ロ  区別l夢枕   1JH  

2  区鬱中夢枕   l■  

）  市もMl夢枕   1鵬  

●  布卿中攣校   ●●  

l  特融支撫攣校   量○  

l  ■専攣校   l●  

丁  児暮相中所   1l  

l  子とも暮蜘センター   ささ  

l  輌・析センター   鴫  

tO  卿・保■センター   量■  

‖  ■神保■凛櫨センター   さ  

1之  少年センタ→   さ  

ll  御   之l  

川  児榊・社会福祉随   丁■  

1d  ＿■■l   丁  

1l  鬱立轟験・痛晰・犠牲棚   t｝  

け  験内   ●  

ll  ■脚生なと   さ  

台紙   Tll  
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教員向け夏季セミナー参加者  

職種   参加中し込み敢   

教具   14名   

養護厳朋   9名   

特別支捷コーディネーター   2名   

特別支捷学校讐護師   5名   

学童クラブ指導員   2名   

特別支援学級補助具   8名   

教育相談■   1名   

幼稚園・保育眉l保育士   5名   

その他   2名   

合計   43名   
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主な実施概要  
（5）都民フォーラム  

＊ 1回  

＊ 708名出席（うち都民624名 関係者84名）  

＊ 「項代の子ともが抱える心の問題 発達陣書を中心に」  

をテーマに、医療・福祉・教育の立場から講≠・シンポ  

【効果】   

○都民の発遼障書への舛心・＝－ズの   

高さを実感．今後め事業展開に。  
○都民の手間・疑問事項の把握  

現時点での評価  

（か 本事業を契機に、医師向け研修や都民向けフォーラムなと  

新たな地域支援に係る取組に書手することができた。   

② 「子どもの心」への取組を、「拠点病院」と具体化したことで、   
青少年対策など、多分野との連携の契機とすることができた。   

③ 実施主体と拠点病院を分化、予算要求・プレス対応等の事務実   
務と、研修・講座等の事業実施を効率的に実施できた。  
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21年度の実施予定  

・小児精神科治療連絡会：2回   

・医師向け研修会：8回（予定）   

∫ 関係機関向け研修会（梅ケ丘セミナー）：2回   

t 教職員向け研修会：2回   

・都民フォーラム：1回   

・施設職員向け研修会：1回  
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